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第四編
《教育座談会》

「学力向上のための地域を挙げた取り組みを！ ！ 」

近年「ゆとり教育」の本質が現場に浸透しないまま，その弊害が指摘されるようになってきた。

2001 年頃より社会的論議の的となった「学力低下問題」が，その最たるものである。「ゆとり教

育」は，その目的が達せられたか検証ができない状態の中，それを原因として生徒の学力が低下

していると指摘され，批判されるようになってきた。それを受けて，2002 年には遠山文科相より，

『確かな学力向上のための 2002 アピール「学びのすすめ」』が出された。ここでは，「生きる力」

をバランスよく育んでいくことが提言されている。これからは，今日の変化の激しい社会をたく

ましく生き抜くため，「確かな学力」を身に付けることが求められている。

これらを踏まえ，新学習指導要領が 2003 年より小学校では実施されている。新学習指導要領

では，「生きる力」を育む理念のもと，知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力などの

育成を重視している。改訂の具体的内容としては，指導内容の増加と授業時間の増加が挙げられ

ている。新聞でも周知の通り PISA2003，TIMSS2003 の国際調査から，日本の子ども達の学力

低下が指摘されている。また 2007 年より全国学力状況調査が実施されている。都道府県別の順

位が公表されていることからも明らかなように，行政と学校現場にとって子ども達の学力を向上

させることは喫緊の課題となっている。

では，実際の学校現場ではどうか。教師からは「子ども達があまり勉強しなくなってきた」と

いう声をよく聞く。また安房地方の高校入試では，合格点が下がってきたとの情報もある。生徒

数の減少が原因の一つとして挙げられているが，生徒は余り勉強しなくても高校に合格できると

いうのが現状である。このままでは子ども達の学力は低下していくばかりだと懸念される。安房

地方の学校全てにおいて，子ども達の学力向上について取り組んでいく必要がある。学校だけで

はなく，家庭・地域社会の連携も必要である。このような現状を受けて，安房地方では既に対策

が行われている。鴨川市では小中学生の通学合宿やゲストティーチャーの派遣，南房総市では土

曜スクールや夏季講習の実施，館山市と鋸南町では教務主任会を中心として，小中が連携した学

力向上の取り組みを行っている。

昨年度，この教育研究所の座談会では「安房の子ども達の学力向上を考える」とのテーマでシ

ンポジウムを行った。そこでは小中高教員と学習塾職員，保護者にパネラーとして意見を述べて

頂いた。そこでは子ども達の実態として，学習意欲の低下，知的好奇心の低下，また思考し表現

する力の不足等が挙げられた。またその対策として，知的好奇心をゆさぶる体験活動の充実，授

業で基本的学習習慣作りを行う，問題解決的な学習の充実，小中高が連携した取り組み等が必要

であると提起された。これらは今後，安房地域全体で取り組む必要がある。また当研究所として

も安房地域全体を視野に入れるべきとの指摘もあった。

以上のことを踏まえ，本年度は「学力向上のための，地域を挙げた取り組みを」をテーマとし

て設定した。昨年の提案を一層深め，具体的な手立てが提言できるようにしたい。そのため本年

度は教育員会，小学校，中学校，高等学校，保護者の皆様と 5 名の方をお招きした。この座談会

が，安房の子ども達の学力向上に向け，学校・家庭・地域社会がどのように連携していけばよい

か考える場となることはもとより，安房教育の一層の発展に寄与できることを願う。

パネリスト 庄司 義広 様 （南房総市教育委員会 指導主事）

      佐川  仁 様 （鴨川市立太海小学校 校長）

      渡部 昭彦 様 （館山市立房南中学校 教諭）

  谷 裕之 様 （千葉県立安房高等学校 教諭）

      宮越比呂子 様 （鴨川市立東条小学校 保護者）

司  会 井藤機句男    調査研究部主事

      森田 典子    教育研修部主事
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教育座談会記録

速水所長：皆さんこんにちは。本年は 5 名のパ

ネリストに集まって頂きました。教育委員会，

小中高校，そして保護者の方々です。今回は学

力向上についてご意見を頂きたく企画しまし

た。現在安房の教育学力向上が喫緊の課題とし

て取り上げられています。ここにおいで下さい

ました方々，各現場で教育実践をされながら，

また課題を抱えながら取り組んでおられる

方々ですので，私達の教育実践に大きな示唆を

与えてくださると考えております。私達もご意

見を聞きながら，意見交換をしながら，明日の

安房教育を高めるために，自分自身が何をすべ

きか考える機会になればと思います。パネリス

ト皆様には，ご意見を聴かせて頂きながら，安

房教育に生かすということを思っております

ので，忌憚のないご意見を頂けたら有り難いと

考えております。それでは実り多いものになる

ことを祈念しましてご挨拶とさせて頂きます。

小熊：続きましてパネリストの皆様，司会者の

紹介をさせていただきます。

南房総市教育委員会指導主事 庄司 義弘 様

鴨川市立太海小学校校長   佐川 仁 様

鴨川市立東条小学校保護者 宮越 比呂子 様

館山市立房南中学校教諭     渡部 昭彦 様

千葉県立安房高等学校教諭  谷 裕之 様

以上 5 名のパネリストの皆様をお迎えしての

座談会となります。本日の司会は，教育研修部

主事の森田典子と調査研究部主事の井藤機句

男，以上 2 名で会を進行させていきます。

井藤：それではまず安房地域の子ども達の学力の

現状と課題について 5 人のパネリストの方々にそ

れぞれの立場からご意見を述べて頂きたいと思い

ます。では初めに庄司先生からお願いします。

庄司：南房総市教育委員会の庄司です。安房地域

の子ども達の学力の現状と課題

ということですが，学力という

と非常に幅の広い捉え方があり

ます。私の立場からは目に見え

る学力に的を絞って意見を述べ

させて頂きます。学力差と言っ

たときに児童・生徒間の個人差をよく耳にすると

思います。その個人差をどう克服するかと言った

とき，できる子はさらにできるように，そうでな

い子は欠点を補い，個人差を埋めていくようにし

ていくが，実はもう一つ，「学校差」が存在します。

要するに学校間同士の差です。先日行われました

全国学力学習状況調査の結果も出ています。年度

初めには校長会にて結果を示そうと思っています。

市内には小学校 13 校，中学校 7 校あります。そ

の小学校 13 校では，どの程度差があると思いま

すか。中学校の場合，3 年のテスト等で意識はあ

ると思います。では，お聞きしてよろしいですか。

一番上の学校と一番下の学校が 10 点以内に収ま

っていない。（挙手）では，10 点から 20 点以内。

（挙手）30 点から 50 点。（挙手）50 点以上。（挙

手）50 点以上はいませんね。正解者はいません。

はっきり言います。85 点です。これを聞いたとき

に，「えっ」と言いましたね。そこなのです。もし，

これを知っていれば，普通の教員だったらまずい

と思い，何か手を打ちますよね。ところが今，こ

の現状を知らない状態なのです。今までは，例え

ば全国の平均点とその学校の平均点，あるいは生

徒の差，ばらつきしか示されていないのですが，

ある程度の相対的な差というのは示さなければな

らないと思います。今，南房総市の話をしました

が他の市でも同じことが言えると思います。似た

ようなことが表れています。今言いましたのは，

国語の A・B，算数の A・B，この 4 つを足したも

ので言っています。B 問題は問題数が少ないので，

大きな差が出ることがありますが，それにしても

この差は大きいです。それから追跡調査も行って

います。平成 23 年度の中学 3 年生が，小学生の

平成 20 年度の時と比較をしています。3 年後，そ

の中学校区の中で上位だったものが，そのまま上

位に行っているか，あるいは落ちている。下の方

の学校は，そのまま下の方か，あるいは上のほう

に行っているのか。結果を見たときに先生方は驚

かれると思います。それだけ先生方は責任を感じ

なければいけない。相対的に上位の子が集まった

ところが，中学校へ行き下がってしまった。これ

は中学校の責任ですよね。言葉が悪いですが，相

対的に下位の学校の子ども達が集まった学校，中

学校の教員がそれを知っていれば対応ができる。

言いたいのは，ある程度学校差というのはあると

思うのですが，一番いけないのはそれを知らない

という状態。「公表すること」については何とも言

えないが，少なくとも教師の間，学校の間では，

指導に生かす訳ですから，絶対的な数字と相対的

な位置を示すべきだと個人的に思っています。ま

たそう動こうと思っています。
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井藤：初めから数字を使って驚かされてしまいま

したが。では佐川先生，よろしくお願いします。

佐川：太海小学校の佐川です。この問題は古くて

新しい，つまり学力向上は教員

の仕事そのものです。だから学

力低下は非常に重大なものとし

て受け止めなければなりません。

先ほどの学校差は，立場上非常

に敏感に感じています。ですので，今の話は非常

に大きいものとして受け止めました。先ほどの話

の中に，見える学力という話がありました。学力

の論議をしながら，また，地域と連携していくた

めにはどうするかということがあります。学校職

員の中だけでの学力における共通理解・共通認識

ではなくて，講師を迎え入れて，地域と保護者の

皆様と学力とはどのようなものかを整理しておく

必要があると思います。昭和 30 年当時，経験主

義から知識が備わっていなければ学力はついてい

かないという時代になりました。そしてその反動

で，人間性回復，豊かな人間性の育成に移ってい

きました。しかしそんな中でも，できている子と

できない子というのが表れました。落ちこぼれと

いう言葉も生まれましたが，解消されずに経過し

ました。そして今は個性重視，要するにできない

事も個性のように，人格のように考えられる時代

もあります。その意味で，学校の教員にとっては，

例えば，ここまで 100%教えないといけないもの

が 70%ぐらいで押さえてしまった時代がありま

した。そして今，新しい指導要領になり，内容が

増えたと同時に時間も増えました。私が若い時代

は，土曜日は休みではありません。なおかつ学習

内容も多くありました。また色々な大会などもあ

りました。しかし，そういった忙しい中でも，学

力を付けたい。子どもも今と違って非常に多く 40
人近くいました。その中で計算問題を 100%でき

るようにするという先生方がたくさんいました。

今は新しい先生にとっては，急に内容と時数が増

えたので，戸惑いがあるのではと思います。学力

の話に戻りますが，読み書き計算という時代から，

豊かな人間性といったものを含めて確かな学力・

生きる力という，学力として身につけたもので自

分の目の前にある問題をどう解決するかというこ

とを学校現場として，それをどう大きくしていく

かをまず確認したいと思っています。まず現状で

すが，見える学力とありましたが，私の学校や近

隣の学校は少人数化が進んでおり，それほど目立

った変化はありません。しかし，例えばできる子，

できない子がいますが，家庭環境に恵まれている，

恵まれていないということがある。そして，保護

者の都合で，学校を休んでしまい，学習の時間が

取れないこともあります。また，ゲーム漬けや，

スポーツクラブで土日が無い状態のこともありま

す。これから学校は，さらに家庭，保護者と連携

していくことが必要です。

井藤：ありがとうございました。では，保護者の

立場で宮越さん，よろしくお願いします。

宮越：宮越です。現在，子どもが東条小学校で 3
人お世話になっています。鴨川

市には，亀田病院や自衛隊の官

舎があるので外部から転入の多

い場所です。そのため，学習の

面で言うと，学力向上について

私達保護者が求めているものは，

点数を上げて欲しい，勉強ができるようになって

欲しいという事です。その点で今住んでいる地域

には，教育熱心な保護者が住んでいると思います。

主人が今，亀田病院勤務のため，また引越しをす

る可能性があるため，全国的に展開している模試

を子ども達に受けさせたことがあります。大手の

私立中学校の受験を狙っている学習塾の模試にお

いては驚くほどの結果が出ましたが，他の模試で

はこのぐらいと感じることができました。そのよ

うに全国的な状況をみて，今東条小で教えて頂い

ていることに満足しています。ですがこれから先，

中学校・高校に進学していくにあたり保護者から

すると，大学受験を意識してしまい，もう少し選

択肢を与えて頂きたいという思いがあります。大

学受験をする段階で，もう少し選べるレベルまで

持って行って頂きたいと考えています。色々聞い

ていると，やはり保護者にも責任があり，努力し

なければならない部分もありますが，ついつい学

校にお願いしてしまいます。それについては，私

達も考えていかなければなりません。保護者の立

場からは，安心して子どもを学校に入れさせて，

勉強させて頂きたいという思いがあります。鴨川

市には亀田病院があり，お医者さんの子どもが多

いです。お医者さんご自身が学習塾に通って中学

受験をし，受験戦争を勝ち抜いて来られた方なの

で教育熱心な親御さんが多いです。だからこのよ

うな親は都内や横浜といった都心部に流れてしま

う現状があります。私が鴨川に来てから 7 年，そ

の間に何人もの方がそれを理由に引越をしました。
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そして，現状としてできない子をフォローしてく

れていることはすごく感じています。できる子よ

りもできない子，できない子をできる子に追いつ

くように努力してくれていると感じています。し

かし，同様にできる子をもっと伸ばして頂きたい

という希望もあります。今日，この座談会に参加

させて頂いて，保護者代表として色々と言わせて

頂きたいと思っています。

井藤：保護者の立場としてできない子のフォロー

と共にできる子をより伸ばして欲しいというお話

もあり，学校現場とは違った意見も出てきました。

続きまして渡部先生，よろしくお願いします。

渡部：房南中の渡部です。安房地区の子ども達の

学力の現状と課題ですが，4 月

から館山市では教務主任会で学

力向上の取り組みが始まってい

ます。私は，房南中は 1 年目な

のですが，かつて行ったテスト，

学力状況調査，それから校内に

残っているデータ，全てに目を通しました。本校

は小規模校なのですが，面白い結果が出ています。

A 問題 B 問題がありますが，その活用の問題，B
問題ができた年があるのです。A 問題より B 問題

の平均点が上回った年がありました。その要因を

探って，勤務した先生方に聞くと，よくわからな

いという答えが返ってきました。さらに調べまし

て，小規模校において県の学力状況調査の平均点

と比較すると，年度によってばらつきがありまし

た。いかんせん 17 人，20 人しか受けないという

状態ですと，点数に非常にばらつきがあります。

さらに分析しまして，小学校にも目を向け関連性

を持って調査しているところです。全市を挙げて

教務主任会で取り組んでいるところです。その調

査を進めて見えてきたことは，学区ごとに課題が

違うということです。例えば，保護者の就業や食

事の形態が違ったり，食事の個別化，勝手化，要

するに好きなものだけ食べたりするなどがありま

す。そこまで追い詰めると，これは家庭も巻きこ

んだ活動をしないと学力は高まらないと考えまし

た。全市を挙げて課題と現状を調べた結果，概ね

言えたのは，小規模校は A 問題，習得は良好であ

ると出ています。しかし大規模校ではその点が少

し落ちていることが見えました。それから，学年

が進むにつれて学習意欲が低下する傾向も見えて

います。その基礎が定着しない児童は，学習意欲

が低い，学習習慣が定着していない傾向が小学校

から見えてきました。中学校では，小規模校では

知識・技能は概ね良好であると出ていますが活用

力が問題となっています。それは授業において工

夫・改善しなければいけない。そういった方向に

なっています。そこで問題なのが進路への危機感

が非常に薄いことです。中学 3 年生の意識の中に

「なんとかなる」という考えが多少はあると思い

ます。そこを何とかしようと，データ集めとその

分析をしています。そして学区という括りだけで

はなく，個を上げるにはどうしたら良いかという

考えを持ち，小中が連携をして，まずは生活習慣・

学習習慣・学習の規律を確立することが大切だと

考えています。そして，小学校ができること，中

学校ができることを考えて，各教科に下ろしてい

く算段をしているところです。月に 1 度，各中学

校区で集まって分析を進めています。学区によっ

ては，習得に力を入れる所，活用に力をいれる所，

それから教科に絞って，数学や国語と，それぞれ

で手立てが変わってきます。私は理科と数学を持

っています。理科では教科書に載っている実験を

行うのですが，プラスαのものは時数の関係でな

かなかできなかった。しかし今回時数が増えまし

た。そこで様々な実験に取り組ませることで活用

力を育てることも期待できます。教員が変わらな

いと，子どもも変わらない，学校が変われば地域

も変わるのではと考えています。それぞれが連携

して，一緒になって教育をしていかなければなら

ないと感じています。そのために自分ができるこ

とをやっていかなければならないと思っています。

井藤：小中で課題を揃えることや授業においても

っと工夫が必要なのではないか，教員が変わらな

いと子どもも変わらない，学校が変わらないと地

域も変わらないというお話がありました。それで

は，最後に谷先生，よろしくお願いします。

谷：安房高校の谷と申します。先ほどもありまし

たが，学力と申しましても，非

常に多種多様です。ただ，一定

の尺度がないと話ができません

ので，知識力，テストでの得点

力と言った，いわゆる目に見え

る学力について話をします。こ

こでは現在の安房高生の学力及び学習状況につい

て話します。私は今年で安房高 13 年目になりま

す。長い間いますと，10 年前の安房高生と現在の

安房高生の違いが見えてきます。皆さんもお分か

りのとおり，学力で比較するならば明らかに低下
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していると言えます。それはこの地域独特の原因

があります。若年層人口の減少により高校の統合

が行われました。それにより，安房高に来る生徒

は，全公立高のクラス数から考えますと，現在安

房地域の中学生の 3 分の 1 が安房高に来られると

いう現状です。それこそ 10 年前は安房地区の 5
人か 6 人に一人しか来られませんでした。学検で

考えますと現在は，400 点以上の生徒から 200 点

を割る生徒まで，幅広い学力層の生徒がいる学校

になったと言えます。地域社会の変化による学力

の変化ですので，止むを得ない部分がありますが，

本日お話したいのは，現在の安房高生の学習への

取り組みが原因である学力低下についてです。配

布しました資料からは，近年入学してくる生徒の

家庭学習時間が非常に減少していることが分かり

ます。この 10 月に実際に安房高生にアンケート

を取り，塾で学習する時間を含めた家庭学習時間

です。これを見るといかに勉強をしていないかが

見えます。特に 2 年生がいかに家庭学習を行って

いないかが見えます。俗に学年プラス 1 時間が最

低限の学習時間だと言われますが，それさえ感じ

ていない生徒が 2 年生には多いといえます。3 年

生はさすがに受験が迫っていますから 5 時間 6 時

間という取り組みはありますが，2 年生は修学旅

行が終り中だるみの頃でなかなか勉強することが

ないといえます。これが本校における学習面での

課題です。第 2 番目に，近年の入学生に授業をし

て気づいたことですが，各教科の勉強の仕方や，

ノートの取り方が分からない，基本的な学習習慣

が身についていない生徒が非常に増加しています。

そのため本校では入学直後に学習ガイダンスを設

けて，集会等を利用して全生徒に学習方法を説明

したり，初めの数時間は実際にノートを取らせた

り，予習をさせたりします。それが実際にできて

いない生徒には教務の方で補習をしています。第

3 番目に地域全体に対してですが，生徒間の競争

意識の欠如，それと学力の低さへの危機感の薄さ

を感じます。高校入試においても，近年 500 点満

点のうち400点以上を取る生徒が激減しています。

あまり勉強しなくてもどこかの学校に入れるだろ

うという考え方が地域の中にあると感じています。

入試制度にも問題があると思いますが，都会と違

ってなかなか競争心が生まれない地域ですので，

そのような雰囲気が生じやすいとも感じています。

井藤：高校は学年プラス 1 時間ぐらい勉強が必要

だと，小学校でも学年プラス 10 分勉強時間が必

要だとしている事もあります。5 人の方々から，

見える学力に焦点を絞ってお話がありました。学

力観は全て点数で良いのかという事もありますが，

自身の学力観について述べて頂きたいと思います。

庄司：私の学力観ではないのですが，学力の考え

方と違う視点で話をします。保護者と教員が考え

る学力に差があると思います。教員が考えるもの

として 3 つあります。基本的な知識・技能，それ

らを活用する思考力・判断力・表現力，学習意欲。

そして数字に表れる目に見える学力と見えない学

力です。保護者の方が「学力を上げてください」

と言います。そこで教員が「いや点数だけではな

いのです」と言ったらまずいと思います。その考

えは合っていますが，保護者の考えている学力で

はないです。それは言い逃れになってしまう。だ

からそういった部分での食い違いが起こっている

と思います。「勉強だけできてもね」ということが

あります。学校の勉強だけできても価値は低いし，

幅広い教養と生きる力を身につけていこうという

ことだと思います。それは合っています。そうず

っと言い続けてきて，勉強そのものに重きを置か

なかった教員がいるとしたら，それはすごくまず

いことです。学力の考え方は合っていますが，だ

からといって数字に関心が及ばないのはまずいで

す。それから今，過度の競争を仰ぐなという言葉

があります。全国学力状況調査が文科省の方から

出てきたときも，文科省はそう言っていました。

実際，学校間で 1 点を争うような競争は起きてい

ません。でもこれは現状を見る目が甘くなってい

る気がします。過度な競争を避けるあまり，適度

な競争すらなくなっているのではないかと思いま

す。学校行事で「隣のクラスに負けないぞ」とい

います。競争心です。館山市のある中学校のキャ

ッチフレーズで「No.1 スクールを目指す」これだ

って適度な競争だと思います。こういったところ

をもっと突いても良いのかなと思います。

井藤：佐川先生お願いします。

佐川：例えば地図帳で言いますと，地図記号がわ

からなければ地図帳は読めません。それから歴史。

その時代背景を理解していなければ，やはり興味

は持てません。つまり知識をしっかりと身につけ

るということは大前提なのです。そしてその知識

をどう使うかという力を伸ばしていかなければな

りません。一つ気になるのが，「体力」という問題。

20 年前から言われていますが，腹筋と背筋。昔は

布団の上げ下ろしを自分でやりました。しかし今
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はそうではない。掃き掃除もやらない。そういっ

た家庭の仕事をしなくなって，汗をかくことも少

なくなっている。農作業を子どもにやらせること

もほとんど無くなっている。一昔二昔前は体力が

あったから小学校 2 年生で 100%の児童が逆上が

りをできた。しかし今は，高学年でもできない，

むしろ握力もないし，背筋力もない，そして体重

が増えてきている高学年に逆上がりをやれといっ

てもこれは酷なことです。できるときに身につけ

させる力というものはあり，体力は際限ない訳で

すから，指導者によって非常に可能性を持ってい

ると思っています。だから学力というものは，獲

得していくものと指導や環境によって獲得できる

ものと従来備わっているものとあるのです。本来，

素質を子どもは持っている。それを開花させると

きに，学校教育・家庭教育があるのだと思います。

そういった見えない部分の学力，話が少しずれま

すが，見える部分の学力だけで論議しますとそう

いった部分を見落としてしまうこともありますの

で述べさせて頂きました。

井藤：先ほど庄司先生からも学力というものは，

親に示さなければならないものもある，佐川先生

からは，見えない部分もあるからそこを考えてい

かなくてはならないとありました。それでは，こ

の後もお話を聞いていきたいと思います。次は柱

の二つ目として，安房の子どもたちの学力向上に

ついて，どのようなことを考えているか，これか

ら行おうとしているかお話を伺いたいと思います。

谷：安房地域の子ども達の学力向上に向けて本校

での取り組みの一部を紹介します。学力向上のた

めには大きな 4 つの柱が必要と考えます。1 つ目

は切磋琢磨し合える環境作り。2 つ目は十分な学

習時間の確保。3 つ目は早期に目標を持たせる進

路指導。4 つ目は教員のスキルアップと授業改善。

この 4 つを私自身と本校では学力向上のために大

事なことと考えています。それに従って本校で実

践をしています。1 つ目の切磋琢磨し合える環境

作りですが，習熟度別クラス編成を実施していま

す。本校では 3 年前から入学したときの成績によ

ってクラスを応用クラス，標準クラスの 2 種類に

分けて，1 年生のクラス編成を行うようにしてい

ます。近年の学力格差の広がりに対して，手を打

たなければと考えているからです。このように成

績上位と下位にクラスを分けることにより，上位

クラスは生徒の競争心をかきたててお互い切磋琢

磨し合って力を伸ばしていける雰囲気づくりがで

きます。下のクラスは個々の能力に見合ったきめ

細かい指導ができると。例えば下位クラスを 2 つ

に分けて，それぞれ 2 人の教員が細かいところま

でマンツーマンで教えていくことができます。こ

のクラス分けを初めて行った現在の 3 年生は，前

年，つまりこの春卒業した卒業生やその前の卒業

生と比較しても模試の成績が格段に良いという結

果が出ています。これだけの理由ではないですが，

理由の大きな１つだと考えています。2 つ目の十

分な学習時間の確保についてです。家庭学習をし

ない生徒達ですので，強制参加の者から希望者な

ど様々な課外を実施しております。その他，朝の

ホームルームで毎週英語の小テストや漢字テスト

を行っています。最近では昼休みを使い，数学の

センター試験演習を行っています。このように授

業時間以外でも生徒に接して学習させる時間・機

会を作っています。さらに英語と漢字テストでは，

成績が悪いと毎回放課後に追試をし，できるまで

残しています。最後に安房高として大きな変更点

は，来年の入学生から教育課程が現行の 31 単位

から 32 単位へと増加することです。基本的には

主要三教科の時間確保が目的ですが，多くの県内

の進学校は 32 単位以上で来年以降の教育課程を

組んでいます。3 つ目の早期に目標を持たせる進

路指導ですが，各学期に実施する進路講演会，卒

業生を招いて行う合格体験記･体験談，大学教授の

授業，2 年生対象の模擬授業やセンター試験の指

導等を行っています。早い段階で生徒達の進路意

識を高め，情報を与えて各自の目標設定をさせる

様々な行事を進路指導の中心として行っています。

また，本校では 2 年生から文系クラスと理系クラ

スに分け，早めに進路を決めさせています。最後

4 つ目の教員のスキルアップの授業改善です。本

校は 5 年前から進学指導重点校として県から指定

されています。それにより県内から各教科指導に

優れている教員を公募制で集めることができるよ

うになりました。ですから高校のみならず中学校

からも優れた授業実践を行っている先生方も応募

して県教育委員会に認められれば，本校教員とし

て採用される可能性があります。その点では授業

のレベルアップが図りやすい学校と言えます。さ

らに本校では，生徒による授業評価を，教わって

いる全職員・全教員に対して各学期に行っていま

す。これにより自分の授業に対する具体的な生徒

の生の声が各教員に届けやすくなり，授業改善に

役立っています。最後に昨年度より希望する教員
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に対し，学校から補助を出しています。それによ

り，夏季休業中に東京の大手予備校に出向き，現

役のカリスマ予備校教師によるスキルアップのた

めの研修会に参加できるようになりました。昨年

は 5 名，今年は 8 名の教員が参加して授業のレベ

ルアップ研修を行いました。これについては多く

の先生から要望が出ています。以上 4 つの柱に従

って本校では授業改善に努力をしています。

井藤：安房高でも様々な取り組みをしているとい

うことが分かりました。渡部先生お願いします。

渡部：先程の通り館山市では「安房地区小中連携

学力向上プロジェクト」の実施要綱を受けて，教

務主任に学力向上プロジェクト委員を委嘱しまし

た。そして，プロジェクトのビジョンとして安房

の児童生徒の学力・習得・活用を向上させたい，

そして最終的なゴールの目安の１つとして全国学

力状況調査の平均点を今よりも上げるという目標

のもとに今年度 4 月から 7 年次計画で実施してい

ます。まだ 1 年次がスタートして模索の状態です。

1 年次の目標は，中学校区ごとに児童生徒の学力

状況を把握し，共通な課題を明らかにし，その課

題に対応する学力向上策を施行し，その方向性を

掴むことです。5 月から教育委員会を交えて地区

学力向上委員会を中学校区ごとに行っている最中

です。現在まとまった所ですと，対象とする教科，

国語・数学・理科を来年度は実施しますので，そ

れを 3 つ行うのか，2 つで行うのか，それは中学

校区ごとに取り組んで参ります。狙う学力も習得

にするのか，活用にするのか，これも中学校区ご

とです。市内統一ではありません。ただし，学力

向上についても方法論についても実態に合わせて

その方向性で今行っています。でも最終目標とし

ては数値目標として行っていきます。確かに，数

値目標だけが学力ではないことは重々わかってい

ます。最後，身につけた技能や知識をいかに社会

で活用するかの力が必要ですが,一つの目安とし

てそれを行おうとして動いています。今，学校ご

とにおきまして小中連携した学習を目指して，例

えば小中で統一の学校評価をして頂くことを目指

しています。本校では夏の補習授業，実際には教

科で行っています。英語の教員が「夏休みに，こ

の日は午前中 1 年生，午後 2 年生，この日は 3 年

生」という様に。私は数学ですが，個のニーズや

一人一人の課題に合わせます。「この子は規則性の

問題が弱いからこの日は規則性やるよ」のように。

人数が少ないから，課題を一人一人に合わせます。

3 年生では今までのテストをチェックしての補習

授業。夏季の補習。これは 2 週間。その呼びかけ

に対してかなりの生徒が来ます。自分の予定に合

わせて来ます。また，来週から補習が始まります

が，やはり来ます。そのような教科独自の活動を

行っています。また，本校だけかもしれませんが，

少人数の加配を受けずに教員の時数を増やして，

必要な教科について実施しています。できること

はすべて行う。その中で手を打っていく。それだ

けで足りない部分もあるので，地域も巻き込んだ

形も必要だとも考えています。結果，どの位上が

るのかは，まだ始めたばかりなので時間がかかり

ます。ただ，今よりも上げてあげないと 7 年も待

っていられない。校内でも動いて，若い教員が授

業を見てくださいだとか，実験がわからないから

色んなことを手立てとして，いろいろな先生に向

けながら，教員のスキルアップ，教員の資質向上

を図らなければメインの学力も上がっていかない

と思います。後は授業時数の確保です。来年度か

ら中学校では完全実施となります。それを踏まえ

て，既に時数を増やして新学習指導要領に合うよ

うに実施しています。それからできるだけ行事の

精選をして授業時間を確保しています。予定時数

の 110～125%は実施しています。また，いわゆる

伸びる子は伸ばしていく，下の子も伸ばしていく。

下の子だけに力を入れていると，上の子は課題を

欲しがります。同じワークを使っていると終わっ

てしまいます。そのため次のプリントをその子の

ために用意しておくことは，手立てとして必要で

す。そのために最後に困るのは教員の多忙です。

いかにそのような時間が取れるか。それらが課題

です。様々な手立てを打って学力は伸びていくと

思って実践している最中です。館山市の教育につ

いては今後数字的なことも出てくると思います。

そのデータを押えておくことが必要です。

井藤：房南中あるいは館山市の教務主任会の方で

もプロジェクトを組んで行っているという話があ

りました。続きまして，今 2 つは学校からこんな

ことをやっていますという話がありましたが，今

度は宮越さんの方から，少し外から見た学校の学

力向上について感じたことをお話してください。

宮越：先程，安房高，房南中からの実践を聞いて，

保護者としてちょっとほっとしています。私の子

どもは東条小でお世話になっているので，それに

ついての情報しかわからないのですが，保護者の

声として交えて話します。今年度から東条小では
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チャレンジ学級や金曜放課後スクールなどが始ま

っています。チャレンジ学級は学習の理解が不十

分な箇所の補習で，学習全体の復習の方は金曜放

課後スクールという形で希望者を募って高学年で

行っています。子どもはやはり，学校の授業以外

にさらにまたなので不満があるようですが，親と

しては目に見える部分で授業以外のことを学校が

やってくださっているのでとても安心します。保

護者の間では，ありがたいという声をよく聞きま

す。ただ，曜日も限定，時間も限定です。皆さん

最近になって習い事等を多くされている方が多い

です。授業数も増えて学校の終業時間も遅くなっ

て，その後習い事という形なので，なかなか参加

することができない保護者も多いです。それにつ

いては個別指導の方向でやって頂ければありがた

いという贅沢な話も多々挙がっています。小学校

のうちからこのような形で補習をやって頂いて，

授業に最低限でもついていける，それ以上になっ

ていけるという形をして頂けるのは，とてもあり

がたいと思います。私の周りでも年々共働きの家

庭が増えています。だから，家庭学習や自己学習

が学校側から求められますが，家庭でその時間を

費やすことが難しいのが現状です。学校で，金曜

放課後スクール等で授業プラス補習をして頂けれ

ば，家庭では学習のフォローではなく，その他の

コミュニケーションの時間に費やせ，子ども達の

精神面の安定を図れるのではと思っています。ま

た，ゲーム機等の問題があります。子どもはつい

そちらに夢中になっている現状です。家庭ではそ

の時間を制限し，学習の方に向ける努力をしてい

かなければと感じます。また，自己学習や家庭学

習といわれますが，保護者の立場では何をしたら

良いかわからない部分があります。PTA と連携し

て講習会等を開いて頂いて，家庭でどのような学

習をさせれば良いか教えて頂ければと思います。

学習時間の目安等は教えて頂けますが，具体的な

内容は分からない部分があります。自分達の時の

勉強とカリキュラムも変わり，教え方等も違って

います。だから，家庭学習のフォローや自己学習

の方法等，保護者にして欲しい部分を明確に出し

て頂ければ，保護者ができる部分もあると思いま

す。PTA 等でも積極的に学力向上，保護者からす

ると勉強ができるようになるという事なのですが，

その点ではどの保護者も興味を示します。従って

その内容の講演会をして頂き，積極的に保護者の

方に協力を求めても良いと感じています。

井藤：保護者の方から見ると，金曜放課後スクー

ル等学校が行っていることはありがたいというこ

と，また保護者の方でもできることがあるという

ことが挙がりました。では佐川先生お願いします。

佐川：今保護者の宮越さん，東条小の保護者から

お話がありました。私は太海小です。鴨川市には，

今年の 4 月から東条小，太海小も入って 7 つの小

学生が進学する新しい鴨川中ができました。当初，

中学校生活に慣れる事を心配しました。大きな小

学校の場合はそうでもないかもしれませんが，小

さい学校で心配です。例えば太海小からは 12 名

の卒業生，方や 60 名位の卒業生です。そんな訳

で心配しました。鴨川市は小中一貫教育という理

念の中でいわゆる教職員の交流・児童の交流を行

っています。もちろん教育カリキュラムの小中一

貫を目指して，指導の重点を設定しています。な

かなか思うようにいかない部分もありますが，小

中の教員として例えば指導内容のすり合わせ等を

試みています。実際には始まったばかりで，なか

なかできない現状があります。しかし，小中連携

研究協議会では，様々な課題が見えてきています。

先ほど，保護者の立場から家庭学習について説明

をして欲しいとの話があり，非常にどきっとしま

した。自分の学校職員に聞かせてあげたいと思い

ました。実はこの 7 小学校が鴨川中に卒業生を送

り出すにあたり，円滑な中学校生活を送れるよう

に，中一ギャップを解消するように取り組みを行

いました。小中で連携して何が今できるかを考え，

昨年までは家庭学習と体力づくり，ラダートレー

ニングを行いました。今年は 7 小学校で，家庭学

習だけは家庭でも取り組んで頂けるようにスター

トしました。実際はお家の方が困ったよという戸

惑いを聞いて，やはり学校側としても説明しない

と難しい事だなと思いました。家庭学習が目標と

するのは，子どもの生活習慣の確立，そして今私

達が話題としている学習習慣です。中学から 7 小

学校に，要望するものと期待するものを色々出し

て頂きました。チャイムが鳴ったらすぐに席に着

ける子にして卒業させて欲しい，勉強道具を用意

できるようにして欲しい等，小学校 1 年生の時に

きちんと身につけなくてはいけないことが出まし

た。しかしこれができていない子が多く，中学校

で指導しようとすると，なかなか難しいという声

が聞かれます。ですからこの意味で，単に時間だ

け勉強やれば学力がつくかというと私はそうでは

ないと思っています。今，7 小学校 1 中学という
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大きい所帯で学力向上・体力向上・生活時間の確

立を行っています。学力向上では，小中で授業を

見合うということで，授業研があればその度に案

内が来ますし，時間があればそれに参加していま

す。保護者の方からはなかなか見えにくいのです

が，子ども同士の交流では，通学合宿が市の施策

として始まっています。また，以前は残り勉強の

ように，できないお子さんは残すことができた時

代があります。今は，安心･安全を優先し集団下校。

私の学校は小規模ですが，学校での学習時間を保

障し，先生方は限られた時間の中で行っています。

ですから，どうしても家庭との協力が必要です。

連携については，やはり大規模校は，先生の努力

が多く大変です。太海小学校では，14 名の学年に，

担任，特別支援学級の先生が 2 人，教育支援員の

多いときは 4 人でクラスの算数を教えています。

以前と比べると想像もつかない状態です。この恵

まれた状態で過ごしています。大規模校はそうで

きないこともあり，本当に苦労されています。け

れども若いときにそれを経験されているとは幸せ

だなと思います。これから 10 年，20 年経ち，い

ろいろな問題にぶつかった時に，問題解決能力の

ある先生が求められます。今私のいる学校は恵ま

れており，落ち着いているので良いなという反面，

よそに行ったときにその若い先生が対処できるの

かという思いもあります。そういう意味では，あ

まり甘やかしてはいけないと考えます。そして，

学校の中でできる授業改善が考えられます。授業

改善を行いたいのですが。正直な話，1 年生が 2
人，2 年生が 6 名の集団で何か学習する時に，45
分間発表ばかりというのは続かないです。ですか

ら体験・作業学習を入れてみたり，1,2 年と合同

で学習をしてみたり，担任が工夫します。それは

それなりで教師の指導力を高めることができると

言えます。この前，私がショックを受け，職員に

考えて頂きたいと思ったことがありました。知的

好奇心を高めなさいとよく言います。私はそうい

う訳で 1 年生･2 年生に見つければ，例えばオニヤ

ンマを取ってきたよと教室で話しました。この前

はナナフシという虫を，あれもなかなか見つけら

れなくて，見つけてあげると子ども達は喜びます。

幼稚園にしてもザリガニを持ってきてあげると興

味津々なのです。ある時私が草刈をしていると，

子どもが「校長先生」って呼ぶのです。何かなと

思うと，「虫取り網はどこですか」と聞きに来まし

た。「それは理科室だから担任の先生に聞きなさい」

と言って帰しました。また来ました。「虫取り網は

どこですか」と言うから，「理科室だよ。先生はい

ないの」と聞いたら，「いません」と言うのです。

「職員室にいるから行ってみなさい」と言うと，

しばらくしてまた来ました。結局，職員室の先生

に言ったのだが，先生は動かなかった。要するに

話を聞いてくれなかった。鍵があるのだから開け

ればそれで済むはずなのですが，実際のところ備

品がどこにあるのか知らなかった。恥ずかしい話

なのですが，そのような備品管理自体が，学習権

を取得するにはどうしても必要になります。あま

りそのようなことは話題になりませんが。そのお

子さんは私が一緒に行き，虫取り網を取ってあげ

てそれでほっとしていました。つまりあれだけエ

ネルギーがあり，「何とかして取りたいのだ」とい

う思いを職員が叶えてあげなかった。その位と思

われるかもしれませんが，いくらお金を出しても

また場を作っても，あのような知的好奇心をいつ

作ってあげられるのか。もう一つ思い出したので

すが，モンシロチョウがさなぎから生まれる決定

的な場面が，休み時間が終わる時にありました。

しかしその先生は「勉強時間です，席に着きなさ

い」と子ども達に見させなかったのです。だから

「あなた残念だよ。」とその後，言ったのです。そ

のような時は小学校の担任は時間の融通がききま

すから，決定的な時間を見過ごしてはいけない。

これが学力を高める以前に，教師としての感覚を

磨いていく必要があるのではと思います。ちょっ

と気になることが，子どもの本当に感動している

感覚というのですかね，それを汲み取ってあげら

れない先生がいる。これも大事なことだと思いま

す。

井藤：ありがとうございました。教師の意識改革

の話でした。最後に庄司先生，お願いします

庄司：それでは，南房総市が取り組んでいる学力

向上について一つ紹介したいと思います。柱の 3
とつながりますが，土曜スクールを実施していま

す。鴨川市と同様，南房総教育委員会でも学力向

上に向けて何らかの努力をしないと考えました。

あの手この手として，学力向上，特に子ども自身

の学力向上は子どもを取り巻く環境，一般的に言

われるのは学校であったり，保護者であったり，

地域であったりと。学校からのアプローチは月か

ら金までの授業，時数を確保しての学力の向上。

教育委員会はと言ったときに，先生方の指導･研修

をして間接的に行っている。あるいは今年度につ
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きましては，直接教育委員会が主催して，夏期講

座を設けました。こういった学校からのアプロー

チ，教育委員会からのアプローチ。残る二つとし

て，保護者からのアプローチがあります。地元か

らのアプローチとして考えたときに，土曜スクー

ルという発想はどうなのかというのが我々が考え

たプランです。アイデアであって，運営するのは

保護者であり，行ってくれと強制はしていません。

そのプランを投げかけて，実際にそのプランを,
アイデアを拾うか拾わないかは保護者の判断で行

ってきました。昨年度から始めています。保護者

が運営する学習会です。保護者の方で運営委員会

を組織して，3 年生を対象にします。3 年生とい

うと丁度，空白の時期がありまして，部活動引退

後，土曜日の午前中の 3 時間分，公民館等で学習

会を開いています。今年度 2 年目でスタートも早

く部活引退後の 8 月から開いています。最後に繰

り返しますが，教育委員会側はプランとして，1
年目はこちらが手を貸していましたが，今年は自

主的に保護者が動いてくれました。南房総市すべ

て 7 つの中学校で保護者が実施できるかできない

かという問題もあるのですが，希望者が集まるの

かという問題もありますので，実施しているのは

全部ではありません。中学校の方は軌道に乗り始

めているので中学校バージョンは良いと。小学校

バージョンも進めようと。実は 4 月の校長会では

小学校バージョンも動こうと思っているという話

をしてあります。9 月に入りまして，学校長の方

から保護者の PTA 会長の方に話が行きますし，

間接的な話ではまずいので実際には説明を求めら

れれば，私が出向いていって PTA 理事会で話を

します。実際に南三原小学校の保護者会に出て，

説明しています。その時にも小学校バージョンの

土曜スクールをやってみませんかという説明をし

ました。もちろんある程度のことは行って質疑応

答等はありましたが，もしよかったらどうぞとい

う話はしてあります。中学校は意識の問題，受験

を目の前にしていますので。また土曜日の午前中

の空白時間ということもあり,やりやすい。小学校

はなかなかやりにくい部分があって，ハードルが

高い。それも土曜日の午前中の時間は塾で空いて

いない。名称は土曜と打っていますが，日曜スク

ールにしてもかまわないと思っています。それか

ら分母の問題です。中学校はある程度規模があり

ますからそこから希望者でも集まってくるのです

が，小学校は規模の小さい学校ではそこから希望

者では数が集まりにくいという現状があります。

中学校程までにはいかなくとも，小学校にもそう

いう投げかけはしていくと。以上です。

井藤：ありがとうございました。南房総市の方も

中学校･小学校での取り組みということでお話が

ありました。さて，各学校の地域や委員会，ある

いはそれぞれ学力向上に向けて様々な取り組みを

行ってきたということ，そのためには教師や保護

者の意識が大事だというお話がありました。その

教師とか保護者の意識を高めるために，どのよう

なことをしたら良いのかという考えを，意見のあ

る方に聞いてみたいと思います。

谷：高校の場合はどうしても中学校との連携が図

れませんでした。中学校の先生の授業を見に行き，

また中学校の先生も高校の先生の授業を見に来る

ことでとても刺激になると思います。私も今まで

ほとんど 0 回に近いです。中学校の先生の授業を

見たことがないです。今，どんな授業をしている

のかなと非常に興味を持っています。そういう機

会を設けていくと,授業改善も含めて学力向上に

向けてのそれぞれ小中の先生方の意識が高まって

いくと思います。もう一つは，学習時間の確保で

す。ほぼ学校での学習時間は限界なのです。もう

後は教育課程の単位数を増やしていくか，あるい

は補習を放課後に増やして，土曜まで補習をやる

しかないと思います。そうなるとどうしても生徒

の負担が増えていくだけですので，残っているの

は家庭学習に行き着くと思います。家庭学習とい

うのは，なかなか身につかないものだと思います。

例えば，家庭学習チェックシートみたいなものを

作って，親もしっかり見てハンコを押し，それが

返ってきて担任がまたチェックをする。この形で

継続して行っていくことで，親も参加している意

識を持ち，教員も親と連携を取ることになります。

親だけ，教員だけでは難しい状況ですので，連携

を持つようなそのようなチェックシートを開発し

ていくことが必要ではないかと思います。

宮越：先程から家庭学習といろいろ言われてきま

した。佐川先生がおっしゃっていた家庭学習とは,
生活習慣の確立だという部分がすごく私には入っ

てきました。今まで家庭学習といっても学校の勉

強をさせていれば良いという感覚しかなかったで

す。しかしそういう時間をきちんと区切って，生

活習慣として学習をそこに入れていくことによっ

て，中高へ進んでいく部分ですごく大事になって

くるのだなということがよくわかりました。また，
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先程谷先生が言われたように家庭学習のチェック

シートがあると良いと思います。親としてもやっ

たという実感が無いと，目に見えてわからないと

持続していくことが難しいと思います。だから，

学校と連携が取れるチェックシート等で，家庭で

学習をどれだけしたかということが目に見えてわ

かるととてもありがたいことだなと思いました。

森田：ここからは後半に入っていきたいと思いま

す。前半の方でパネラーの皆様から学力の実状と

現状。そして，それぞれの方々がお考えの学力観，

学力向上に向けて現在のお立場でいろいろ取り組

まれていること。そして，保護者，教師の意識を

どのように高めていくかということまでお   

話が進んできました。今後は安房地域において，

必要とされること，学力向上に向けて今後どのよ

うな取り組みを行っていくか，小・中・高・保護

者の方，それぞれのお立場でお考えを伺っていき

たいと思います。庄司先生お願いします。

庄司：安房地区の中で「連携」という言葉がキー

ワードになっていくと思います。南房総市の話を

します。先ほどの土曜スクールは保護者と地元の

連携の一つの例なのです。先ほど渡部先生からも

お話がありましたが，南房総市でも小中連携の学

校区の取り組みをしています。もともとは指導主

事の会の中で，安房地域全域でやろうという話に

なっていました。7 年間というのは今年度入った

一年生が中学校に入るという長い期間です。そう

いった意味での一定の物を残していこうというこ

とでの小中連携です。今までは小学校のデータ，

あるいは実態等が中学校にうまく上がっていな

い，中学校が小学校の実態が見えていない，そう

いった意味での小中連携。先ほど学力状況調査の

結果の話をしましたが，それもこの一連の流れの

中の話です。それと関連するのですが，一つの例

として南房総市内は 7 つの中学校区があります。

いろいろなバリエーションがあるのですが，今年

度連携した上での見える形で目標を示すというこ

とを投げかけたところ，ある中学校区では，こん

なことを持ってきました。「目標評価テストや検

定試験で数値目標を作り基礎学力を作る。」これ

が小中連携。例えば当該の小学校では，県の標準

学力テストで 1 年から 6 年の国語の平均点を 2 点

アップさせる。前年度に比べて。国語の言語事項

の正答率を 2 点あげる。それに関連して中学校で

はどうするかというと，中学校は，漢検で 1 年生

は 50%以上 5級以上を取得。2年生の場合には 50%

以上が 4 級以上を取得。3 年生においては，50%
以上が 3 級以上を取得。という数値目標です。小

学校において，国語の言語事項に関わるものが中

学校における漢字検定での検定試験の結果。中学

校では千葉のやる気ガイド，学習ガイドというの

が県の指導課で出されていますが，「配当漢字 90%
以上の漢字を全生徒に読み書きできるようにさせ

る」という数値目標を挙げています。これが小中

の明らかな連携。そもそも平成 20 年の 1 月 17 日，

中教審の答申にもありますが，「語学や漢字など

の各種検定の取り組みなど具体的な目標設定する

ことも重要である。これが，学習意欲の向上にも

つながっていく。」ここにも繋がっていく訳です。

このように,目に見える形の数値目標を作りなが

ら小中連携していくようにという話をしていま

す。もちろんこれは一つの例でして，我々が意図

する物は授業参観，授業交流です。参観でしたら

見るだけですが，交流でしたら免許がなくても T2
なら授業ができますので，小学校の教諭が T2 で

中学校の授業に行けますし，中学校の教諭が兼務

発令しなくても T2 ならば小学校の授業ができる

訳です。そういったことの話もしてあります。も

っとベーシックな部分で学習習慣，学習規律。そ

ちらの方もきちんと小中連携していく。むしろこ

ちらの方が手っ取り早く取りかかれることであっ

て，しかも一番重要だと思います。私自身はもと

より，南房総市教育委員会はその部分を強く押し

出したいと思っています。今，小中の連携につい

て話しましたが，高校との連携が難しいと思って

います。どうやったら良いかと思っていたのです

が，私見で考えたのですが，例えば唯一中高で連

携が図れるものとして,プラスのイメージで部活

だったらできるかなと感じます。ここにも中学校

の先生がいますけれども。例えば，中学校でした

ら高校に練習場所を求めて電話一本で行けると思

います。また，高校側からすると地元の子を教え

たいとか，地元のレベルアップを図りたいとか，

もっといえばうちの学校に来て欲しいとかあると

思うのです。そういうところで簡単に中高の連携

を図ることができるのと思います。また，学力向

上の学習会のようなものでも簡単に教員同士の連

携が取れたら，こんなすばらしいことはないと思

います。中高一貫教育，中高一貫校ができたら一

番良いのですが，そこでどうしたら良いのかと考

えるよりは，もっと簡単にできそうなものから始

められれば良いかなと考えています。
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森田：お話の初めに，「連携」という言葉を頂き

ました。今後の話し合いでもその話が触れられる

のではと思います。小学校，中学校の連携という

ことで考えると現在教育委員会にいらっしゃるお

立場で進められていることについてご紹介いただ

きました。続きまして，佐川先生お願いします。

佐川：これから必要とされることについてどのよ

うに取り組んでいくかが柱となっています。鴨川

の場合は今小中一貫で学力向上を目指して，ここ

数年間カリキュラムの方を改善しながら取り組ん

できているという話をしました。この一貫という

ことが例えば小中連携と小中一貫。小中の連携は

鴨川の場合は昔から各中学校区単位で進んできた

訳です。当初，教育現場に一貫という言葉が入っ

てきたのが中高一貫。例えば中学校と高校が一緒

に一貫して特色ある教育課程を学習していくとい

うことで，高校受験や学習の時間も当然ですが，

内容も他の学校と違うという特色を持って一貫教

育は始められました。小中の場合は，中一ギャッ

プを解消し円滑な中学校生活を送れる事がまず一

つ大事な事だと。子ども達が，不登校の問題や家

庭の問題を背負って来ていますので，スムーズな

形で 15 歳まで送れることを目標にしています。今

日は研究紀要を持ってきました。これは，鴨川が，

今から 43 年前，鴨川町だった頃の昭和 43 年に学

力向上推進地域という指定を受けました。その当

時鴨川町にある旧鴨川中と 4 小学校が一緒になっ

て研究をしました。そのとき太海小は道徳教育の

推進をしていました。当時の先輩方の学力向上に

ついての研究は，小中一貫した課題という言い方

をしていました。つまり小中が共に解決しなけれ

ばいけない課題は何なのか。この中では，鴨川町

としての課題は何なのか，例えば人材が流出しな

いように学力をつける，地域に貢献できる人材を

育てる，そういった課題で小学校ではどこまでや

ればいいのか，中学校では何が必要なのか，それ

を研究されていた経過がありました。鴨川市にな

って 40 年たっても，また同じ一貫教育の課題が出

て，そしてまた学力向上の課題に当面しています。

歴史は繰り返すのかなと思う反面，その都度その

都度そこに先生が目の前の子どもから課題をいか

に掴むかが大事だと考えます。この研究紀要の中

でこんなことが書いてあります。これから要請さ

れる三つの力。学力向上で要請される要因がこの

紀要にある。第一が教師へ望む力。そして，教師

の教育力こそ学力向上の源泉。連携という課題も

出ていますが，連携の前にまずは教師の指導力だ

ということをここでは言っています。この当時，1
クラス 40 何人の中で懸命に頑張っていると出て

きます。小学校も中学校も算数，数学でどう一貫

させたら良いかという研究をしています。二つ目

の要因は児童生徒へ望む力。学ぼうとする意欲，

学び方を知る，身に付けたものをいかに生かすか

という問題解決の姿勢，それができる力を育てる

と書いてあります。この中では，例えば子ども達

の生活経験が，昔と比べると遊びが少なくなった

とか。お金を出せばできることで遊ぶようになっ

たとかいろいろな問題が出ています。日常の中で

体験する機会が少ない中で学習力をアップすると

いうのは，昔からあるのです。三つ目に挙げてい

るのが地域社会へ望む力。地域社会が社会の諸条

件を整備してより良い環境と教育システムの中で

育て上げて初めて学力向上ができる。先ほどの土

曜スクールにしても保護者との家庭学習の連携に

しても，ボランティアとしていろいろ入ってきて

いる。教育委員会の行政からの支援が支えになっ

ているというのが，40 数年前に先輩から教えて頂

いた。今，安房地方で当面していることは子ども

の数の減少です。学校の統廃合など課題として大

きい物を背負いつつあります。統廃合までいかな

くても，本校のように小学校 1 年生が 2 名，2 年

生が 6 名のように，そういうクラスが近隣でもだ

んだん出現している。一方では，その地域に住ん

ではいても，区域外通学で他の所に行って勉強さ

せる。理由は，例えば勤めの関係とか。共働きな

ので家に帰ってきたら留守番になってしまうので

おじいさん，おばあさんのところから通わせる。

という理由で学区を変更される。形は違いますが

学校選択がすでに始まっている。私たち教員は当

然そういったことを踏まえながら学校の中で子ど

もに力をつける取り組みをする必要があると考え

ます。二つ目が，ここに研究所の先生方，所員の

先生方，大変若い方がいるのであえて話すのです

が。安房地方では，ベテランの先生と若手の先生

と，本校の場合では 15 人いる職員で 40 代後半か

ら 50 代が半分，30 代前半から 20 代が半分。あと

3,4 年たつと今 35,6 歳の先生が当然，教務の先生

や研究主任をやってもらわないといけない。研究

所で学んで，やはり学ぶことがとても大事なのだ

と感じます。先ほども話しました通り，平成の初

めに所員だったのです。3 年間お世話になり，そ

のお陰で今自分がここにあると思っています。あ
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の当時、私は公開研究会を 8 回経験しています。

片手で子どもを抱いて，右手でご飯を食べて，ご

飯を置いてペンを持ってレポートを書きました。

そんな教材研究なり公開研の指導案検討の苦労も

研究所ならではのことと思います。私の場合は昭

和 50 年。その前の先輩の話では,例えば学校が終

わってから飲み屋に行って，一杯やりながら指導

案を考えたのだよとか，学校でストーブを囲んで

子ども談義をしたのだよ,という話を聞いていま

す。今はインターネットで検索すれば指導案が出

てくる。あまり考えなくてもできてしまう。本来

教材研究というのは，やはりある拘りを持って子

どもに何を教えたいかを見つけるためなのですか

ら，そういったものがあって初めて先生が子ども

に教えられる，教えようという気持ちも涌いてく

る。そういったことをしながら，あと数年たった

ら学校運営に携わる立場として研究所の先生方に

は頑張ってもらいたいと感じています。

森田：佐川先生からは，鴨川がまだ町だった頃の

学力推進協議会の紀要をご紹介いただきました。

教育の不易と流行ということで不易の部分に，な

るほどと私も改めて思いました。お話の中でキー

ワードとして連携と一貫は違わなくてはならない

とありました。今後お話が進む中で連携と一貫と

いうことで出てくるかと思います。続きまして，

宮越さんお願いします。

宮越：保護者代表でここに座らせて頂いて，やは

り，学力。目に見える学力ということで今日はお

話をさせて頂きます。私自身は岡山県の出身です。

岡山県の方で今，県立の中高一貫校がどんどんで

きています。やはり，私立の中高一貫の教育の方

に目が向けられています。今は家庭としても手取

り足取りやって頂ける事等，学校に求めるものが

多く，またそれに見返ってくるものが私立の方が

多くあります。岡山県でも中高一貫に行くなら私

立にという形になってきています。もちろん，千

葉県と同様に県立のトップクラスの進学校もあり

ます。そこにも，ここ数年において中等部ができ

ました。中学，高校，親としては二度も高校，大

学と立て続けに受験させるよりも，中学で一度頑

張って受験をさせておいて，そのまま大学進学に

向けて６年間ゆったりとした中で教育させて頂き

たいという気持ちがあります。ここにきて思った

のは，安房地域には中高一貫校が無いということ

です。もちろんメリット，デメリットがあります

し，私自身まだ子どもが小学生ですので，きちん

とした情報がここでご提示できないのですが。外

から見た感覚としては，中高一貫でゆっくりと 6
年間を通して大学受験に向けて教育して頂きたい

と思います。親として思うことは，公立の小・中

学校の先生方がとても親身になって子どものこと

を見て頂いていることです。精神的なフォローを

しっかりとして頂いている事に加え，勉強の面で

上を目指していきたいという思いがあります。だ

からそういった形での進学を目指した一貫校がこ

こにできたらありがたいなという思いがありま

す。安房地域自体，東京から 1 時間半もすれば来

られる所ですので，ここから都心に子どもが流出

してしまうというのも問題ですが，その子ども達

が残れる環境を作って頂きたいと思います。そう

いう面で充実した学校ができれば，都内からこち

らへ引っ越してくる子も多々あると思います。魅

力的な学校にして頂ければ徐々に子ども達の良い

面での競争も始まってくると思います。競争が始

まってきたら学校自体の連携も学校同士の競争も

出てきて，学力も上がっていくと思います。保護

者としてはそういうことを希望しています。

森田：保護者の立場からということで，ぜひ安房

地域に中高一貫の学校が欲しいということ。都会

に近い安房ですが，ご存じのように君津から先は

交通の面も・・ということが以前からありました。

とても良いところであることは皆さんご承知おき        
なのですが，ぜひ制度の面でも充実させることで

学力向上を図っていけるのではないかというご提

案でした。続きまして渡部先生お願い致します。

渡部：小中高保護者で取り組まなくてはならない

ことと書いてあります。小学校も中学校も高校も

保護者も，子どもの健全な成長や学力向上のため

には必死にやっていると思いますが，やはり連携

が必要と思います。この時代少子化で一番は家庭

の教育力の低下があるかと思います。私は出身が

秋田県です。秋田県はここ数年全国学力状況調査

で一番です。最近これを受けまして秋田の本を読

んでみました。実は秋田県から 25 年前に来まし

て，私が勤務した高校は底辺校でした。ボーダー

は 250 点でした。その当時 25 年前。250 点切ると

高校に入れません。そういった子は中学予備校に

行きます。予備校は全県に 1 校しかありません。

私立校はその当時全県に 3 校しかありません。し

かも秋田市だけ。どういうことかといいますと，

落ちたら中学浪人です。そして次の年，後輩と一

緒に受けます。ということを考えますと，全国学
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力状況調査などいろいろいっていますが，私の認

識では高校を落ちると次がありませんから必死に

勉強します。ある意味中学 3 年間の勉強の仕方は

必死です。親御さんも必死です。ということを考

えますと，教育も確かに変わったと思います。鹿

児島県か秋田県が，中学浪人が一番多い。受け皿

がないという状況がある。いろいろな本を読みま

すと，確かに家庭環境がやはり安定しています。

核家族が少なく，夕食を一緒に食べる。ただ秋田

県は収入が少ない。ですが，わりと一緒にご飯を

食べる。地域の行事に参加する。PTA 活動盛んで

す。家庭を巻き込んだ教育をやっていかないと学

力は上がってこない。基盤は家庭だと感じます。

睡眠時間，食生活，家庭学習，家庭学習の進め方。

小学校との連携。例えばある小学校では，チャイ

ムが鳴ったら道具をそろえる。中学校ではチャイ

ムが鳴ったら授業が始まる。そのギャップを解消

しないと，ぐちゃぐちゃになる。 小学校でどんな

指導をしているか中学校は知る。小学校での宿題

の回収の仕方。小学校だったら朝来たら机の上に

置いておく。中学校ではなかなか把握ができない。

だったら工夫をして各教科朝あげておいて担任が

把握するなど。小中の文化の違いや，やり方の違

いを連携で解決する。ということをしないと学力

は上がってこないということで，今いろいろな取

り組みを始めようと努力している。庄司先生が，

高校とは部活動では簡単にできると。教科におい

て，何ができるかというと，各サークル，教科部

会で夏休みなどなったときに教科ごとといったら

良いか，学校ごとでできるかと考えます。授業研

をプッシュしますがなかなか行けない。授業を担

当していると実際高校まで車での往復はなかなか

行けない。だったら夏に例えば，高校の物理の先

生と実験をする。サークル同士のつながりなら可

能かな。そのような取り組みができればなと思い

ます。液体窒素を使った実験は中学では道具がな

い。高校に行けばある。教科部会で学習会をやる。

若い先生で 10 年前の学習と変わります。理科の場

合ですと中学で学ばないと高校で物理や化学をと

らないと，学習をやらない。教員になってわから

ないとなると苦労する。年配の先生と高校のノウ

ハウを共有する。そうやっていかないと学力向上

はしない。学年主任をやったとき保護者に対して，

「学校の悪口は子どもの前で言わないで下さい。

文句があったら直接言いに来てください。」とお

願いします。子どもの前で言うとお互いの不信感

に繋がります。教員も同じです。直接コミュニケ

ーションをとることが大事。また保護者には，「子

どもを叱る前に誉める努力をしましょう。」と言

います。子育てのノウハウを共通します。子育て

支援ボランティアとか保育所，幼稚園，地域で子

どもを育てるノウハウ。小学校については地域を

調べる。中学校については地域のために何ができ

るかなど，総合的な学習の連続性など，いろんな

連携を考えていかないと学力は本当に伸びない。

少子化になって子どもがいない。活動が低迷化す

る。子ども会の存在が消えてしまう。そこで子ど

もが消えてしまうと地域との関わりが途絶えてし

まう。思いは同じなので，教師が変わらなくては

いけない。そして子どもが変わって，学校が変わ

って，地域が変わる。それが本当の学力だと思い

ます。見える学力を作るし，見えない部分の人間

性もついていくと思います。子どもを取り巻く環

境も複雑化しています。携帯電話やゲーム等の指

導もいろいろなことでやっていかなくてはと感じ

ます。秋田と似ているのが過疎化と小中連携です。

秋田は大規模校を全て解体しました。私が行って

いた学校は 1600 人いました。その学校を 3 年で解

体して，中規模校にしました。いろいろな行政サ

イドの協力も必要かなと感じました。

森田：渡部先生のご出身が秋田県であり，家庭と

の連携がやはり学力を高めるのではないかという

説得力のあるお話でした。小中連携，各学校文化

や各発達段階を乗り越えての共通理解。知ること

から連携していけるのでは，中高では教科部会で

の連携を中心としてできるのではないか具体的な

お話をいただきました。谷先生お願いします。

谷：安房地域において必要とされることというテ

ーマなのですが，キーワードは，やはり「連携」

だと思います。ここでは連携を含めて，個人的な

願望，意見を述べます。まずは，中学校と高校の

先生方での情報交換をする場です。話には出てき

ていますが，その機会を設定することが重要であ

ろう。小中の間ではやりやすいと思いますが，今

までの中高の連携は一時的に指定された一日はあ

っても，それ以外は継続的に行われてはこなかっ

た現状があります。それに関連するのですが，授

業公開や研究授業が平日に行われるということが

原則で，休日実施は無かった。今後はそれも考え

る必要性があると思います。渡部先生の話でもあ

りましたが，平日の授業公開では小中の管理職の

先生方は参観に行けますが，一番の当事者，見な
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くてはいけない教員達が自分の授業があるために

見に行けないのが実状でした。ですから，高校が

休日に授業公開を行うことで，今までより多くの

中学の先生方が授業を見合うことが可能になると

思います。授業を見ることで中学校の先生方は，

自分が教えた生徒が高校ではこういう授業を受け

ることになるのだから，もっとこういったことを

教えておかなくてはいけないということがはっき

りわかるでしょう。逆に高校の先生方はこういっ

た授業を受けている生徒が入ってくるので，今ま

で教えてなかったこの点も新たに教えなくてはい

けないとか，この点は教えなくても良いというこ

とが，はっきりとわかってくるのではと思います。

それで自然に授業の橋渡しができてくるのではと

思う訳です。家庭学習の習慣化も大事だと思いま

す。保護者の協力が不可欠であろう。小学校時代

から，学校から帰ってきたらまず，何をするより

も先に机に座らせていく事を，発達段階の初期か

ら習慣を付けさせて行く必要があると個人的に思

っています。家の子どもを見ていますと，こんな

宿題で良いのかと思う時が多々あります。私自身

もそうですが，小中高校とも宿題をもっとたくさ

ん出しても良いと思います。次に夢のような話で

すが，宮越さんの話にも出てきましたが，莫大な

経費と壮大な計画が必要になりますが，安房地区

に公立の中高一貫校を作るということはすごいこ

とだと思っています。この地区に小中一貫校とい

うのはありますが，せっかく育てた優秀な子達が

安房地区以外の高校の私学に行ってしまうという

現状が少し見え始めています。高校まではこの地

区でしっかり育てあげていきたいと思います。学

力向上を謳うのであれば中高一貫校の方が一番の

早道だと思います。話によると，中高一貫校では

中学 3 年間で各教科約 100 時間から 200 時間授業

数が増加すると言われています。高校入試の空白

が無いということが非常にメリットになります。

当然中学校から受験がありますので，小学校時代

から競争心が育まれていくメリットもある。あと

は，大学受験に対応した柔軟なカリキュラム。高

校 2 年の間で教科書を終わらせて，高 3 はがんが

ん大学受験に向けて勉強をやらせる。いろんなこ

とができると思います。実際的な面を考えますと，

この地区だけの生徒募集では先が見えて来ますの

で，どうしても他地区から募集をしていかなくて

はいけません。そう考えると量が必要になります。

そうなると，そこまで県がお金を出してくれるの

か考えますと公立では難しいかと思います。やは

り私立の学校にやってもらうしかないのかとも思

いますが，公立の教員としては忸怩たるものがあ

ると感じています。最後にこれは高校では可能か

と思うのですが，土曜半日の授業復活です。週休

二日制を否定する訳ではありませんが，高校では

総合的な学習の時間や情報科のように新しい教科

が教育課程に位置づけられました。それにより以

前のような教育課程が組めなくなり，主要教科を

削減したり， 7 時間授業という日を増やしたりし

ていくことでしか授業数の確保が難しくなってき

た現状があります。高校では，近年県教育委員会

の方が土曜日に授業を行うことに関して多少柔軟

な対応が見え始めています。実際，県北のある市

立高校では近隣校との統合を機に教育課程を大幅

に変更して，毎日 7 時間さらに土曜 2 時間で 37
時間という考えられない時間数で授業を行ってい

ます。その結果，私が安房高に来る前には偏差値

で安房高よりずいぶん下にいましたが，とうに抜

いて，国公立大学に 40 数名入るような学校になっ

たという成功例もあります。もちろん授業数を増

やしただけが上手くいく秘訣とは限りません。当

然授業の質というものがありますが，やはり主要

教科の授業時数を確保していくのが最も大事なこ

とと思っています。こういった土曜日復活の努力

を全国で無理ならば，安房地区だけでもその実現

に向けて可能性を探っていくというのも一つの手

なのかなと感じています。

森田：現在高校でいらっしゃる立場からも中高一

貫校があればということでお話をいただきまし

た。中高の具体的な連携の休日の授業公開等また，

土曜半日授業を実施していけたらという具体的な

策もいただきました。お話いただいた中に小中一

貫，中高一貫教育のご意見が多く聞かれました。

具体的に進めて行くにはなかなか難しいのではな

いかということがあります。しかし，中高一貫，

小中一貫をイメージしたときに今具体的にどう取

り組んでいけることがあるか，最後にお話があり        
ましたら，ご意見を聞かせていただけたらと思い

ます。渡部先生いかがでしょうか。

渡部：小学校中学校は，要は異文化だと思う。小

学校ではきめ細かい指導を中心にする。中学校で

は専門的な指導をする。お互いに認め合う，お互

いに歩み合う事をしないとぶつかると思います。

例えば一緒に研究をやっていて中学校はなぜ 7 月

に研修の時間がとれないのか。実は中学は夏の総
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体があって生徒がいる。生徒を帰してまで研修は

できない。分かり合えない部分もある。近くの小

学校に足を向けてお互いに最初は職員同士の連携

や交流を始める，それから子ども達の連携などで

きることから始める。例えば合唱コンクールや合

唱祭をやってみる。もしできれば，運動会を一緒

にやってみる。運動会をやるにはリスクもある。6
年生のリーダー性など中学生に奪われてしまうと

いうリスクもある。そのへんは考えなくて   

はいけないと思いますが。ゴミゼロ運動やボラン

ティア活動を一緒にやってみる。要は小学生と中

学生が一緒にできることがあると思います。小学

校の外国語活動を，中学の英語教師を講師として

派遣してもらって一緒に活動できるとか。近くの

小学校から，まずは職員交流を始めて，児童交流

を始めて，それから学習規律などできることから

始める。一気にやると非常に難しいと思います。

そういった連携でやっていくのも手法の一つだと

思います。中高では教科の専門性だと入りやすい

と思います。ただ一貫教育になるとハードルが高

いと思います。連携から始まってだんだんと一貫

教育を目指す地区もあるだろうし，連携だけで終

わるところもある。だったら幼稚園も含めてでき

る。うちの地区では今ぼちぼちとスタートしまし

た。小中のお互いが異文化という意識をしないと

ぶつかりあって苦労すると思います。やはりお互

いに歩み寄らないといけない部分があると思いま

す。教師サイドの意識になると思います。

森田：私の個人的なことですが，忽戸小なのです

が，先日千倉中学区で千倉中の合唱コンクールに

小学校 6 年生が行って参りました。そんなことも

これからできるかなと今お話を伺っていて思いま

した。それではパネラーの方々から貴重なご意見

をたくさん頂きました。お聞き頂いたフロアの方

もお考えになっていたと思います。質問やご意見

をここで頂きたいと思います。

安房高の唐鎌校長：安房高の唐鎌と申します。私，

昨年の 4 月から安房高校に勤めておりまして，こ

の地域は初めてです。外部の人間であるが故に，

内部の方には気がつかない視点があろうかと思い

ます。心から言ってしまいますので，お気に障る

部分もあるかもしれませんが，ご容赦ください。

まず，中高連携なのですが，本当にその通りです。

今回，初任研の一貫として初任者にこのシンポジ

ウムに出てもらおうかと思っていましたが，あい

にく授業があり来られませんでした。もしできた

ら，高校にもこのような催しをご案内いただけれ

ばと思います。先ほど，房日の松山さんがおり，

「せっかく地域の新聞として，房日新聞があるの

だから，もっと根本的な過疎の問題だとか，教科

書の問題とか，高校ですと健康の問題等を取り入

れたらどうだ。」って言ったら，「いや，やっぱり，

新聞は皆様に夢と希望を与えるものですので。」と

言うので，しょうがないかなと。それで，安房拓

心の総合学科って何だって聞かれた場合，すっと

答えられる人は，実は高校の教員でもあまりいな

いのです。もっと言いますと，中学校の指導要領。

私は英語の教員なので英語のことは見えるのです

が，総則などは見たことないのです。おそらく，

中学校の先生も同じように，高校の指導要領なん

て見る気もしないと思います。まずお互いを知る

ために，このような機会に文書を出してみること

も行ったら良いと思います。もう一つ，安房高に

は将来教員になりたいという子どもがたくさんい

ます。課業時間は無理だとしても，夏休み等々に

ちょっと出身小中に行って，何かお手伝い的なも

のを，丸つけでも何でもいいので，できたら良い

と思います。実は長生高校はかなり行っています。

様々な問題はあると思いますが，そのような事を

行っていけたら良いと思います。それから，2 番

目ですが，先ほどどなたか「客観的なデータを積

み上げなければいけない」と言っていました。こ

の安房教育研究所が長い歴史がありますので，ど

のくらいのデータがあるのかわかりませんが，び

っくりした点が沢山あります。少し申し上げると，

高校入試の発表。今回は，3 月 7 日でしたが，翌

日から 1 ヶ月間は自分の点数が何点だったか教え

ます。入学選抜の結果の高校開示。若干刺激にも

なりますので。今年は安房高校に点数を見に来た

人は，1 名なのです。本当にびっくりしました。

例えば千葉市の高校ですと，ごく普通の学校でも

3 桁とか，「うちの学校半分ぐらい来たよ」と言い

ます。自分が何点取っているか。それは，中学校

の先生が「後輩のために，データを調べて来なさ

い」というところもあるし，あるいは，塾等が景

品をあげて，「点数教えてくれたら何々，ご褒美あ

げる」とかありますが。さらに今回は，10 年ぶり

の学力検査です。前期も後期も教科がありました

から沢山来るだろうなと，事務室の人と窓口どう

しようかなと思って万を持して待っていましたが，

1 名でした。そうするとこの子たちは，自分が何

点取っているか知るのは，結局自己採点でしかな
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いのです。もう先生方お分かりの通り，点数の低

い子ほど自己採点が甘いのです。もっと言います

と，中学の先生方はそのような曖昧な点数でデー

タを取っていらっしゃるのかな。例えば，この子

は何点取ったからここに受かった，失敗した,とい

う後輩たちのためのデータって何だろうな。です

からお願いなのですが，全部の公立高校で行って

いますので，次の入試からは受験生に「何点とっ

たか聞きに行きなさい」って。そして調査書のコ

ピーは 10円でできますので。調査書のコピーは，

中学校の先生が「まずいです」と言われたら分か

りませんが，点数だけはやってみてください。そ

うしないと，一体自分は何点で 3 年間でどのくら

い向上したのか，あるいは低下したのかわからな

いと思います。もう一つ,非常にこの地域はゴシッ

プが大好きなのですね。ゴシップが生きながらえ

る最高の道というのは，データが無いことなので

す。例えば「安房高に行くと，医学部に行けない

よ」と。（医学部）いますよね。もう一つ先ほど谷

先生がおっしゃたように「安房高がふがいないか

ら，例えば木更津地区の志學館や木更津高校に行

っている子がいるのです。」「わかりました。では

先生，何人いますか」「え，そのようなデータはあ

りません」でしたら，やめて頂けませんかと言い

たいのです。そういうことがあるから噂は流れて

いくのだろうと思います。それはもちろん，安房

高を蹴って向こうに行ったという客観的な調査は

できないと思いますが，ある程行って頂きたい。

私はそのようなデータが無いもので。昨年度，木

更津高校に安房地区から何人行ったか。17 名です。

その大半が鋸南と富山中なのです。その 2 つの中

学校は，もともと向こうに行っています。私の今

の雌雄決戦の場は，富浦中かなと。富浦中の生徒，

こちらに来てもらいたいなと。そのようなデータ

を積み重ねていって欲しいなと思います。実は長

狭高も同じで，「長狭がふがいないから文理開成行

った」とか「木更津の方に行った」という。そう

いうデータを頂けたらなと。そうしないと毎年，

家庭学習やらないなとかで終わってしまいますの

で。具体的なものとして，入試の高校開示。ぜひ

中学 3 年生に聞きに行きなさいと言って頂けると

良いと思います。最後にもう一つ。今，高校で保

護者の職業を調べる学校はありません。ところが

安房地区はまだ調べています。本校の 29.5%。今

年も，昨年も 3 割が公務員です。おそらく，公立

高校 132 校ありますが，こんなに公務員の率が高

い高校はないだろうと。こういった教育の話を突

き詰めていくと，最後は扶養とか就職とかが大き

な問題。私は一応進学校の校長ですか，安房高か

ら良い学校に行ってもらいたいと思っていますが，

その先の 22 歳の壁というのがあります。この子

たちが大学で就職するときに，民間に入れるかな。

そうしたら，道は公務員しかない。民間を選べば，

親元を離れなければいけない。だからこそ逆に,
学力をつけてもらいたい。一番この地区で安房高

が変わらなければと十分思っています。申し上げ

る通り，色々なことをやっています。目的は，一

緒だと思いますが。夏休みに河合塾が来て，10 日

間補習もやっています。南房総市の土曜スクール

をまねしています。ここは PTA が主催していま

す。今年は，河合塾の講座に長狭の生徒の参加も

認めています。長狭の校長から，「このようなこと

は，お金がかかる。安房高がやっているのなら，

行ける生徒だけでも預かってもらいたい」「いいで

すよ」と。本当にこの地域一体となって，小中高

だけではなくて，塾でも私は十分に連携が図れる

と思います。君津にある神子学院の本部に行って

みました。いわゆる民間ベースで見た安房高の良

さといったら，さすが民間の人はすごくて 2 日間

ぐらいで A4 版のレポート 4 枚。それが，的を射

ているのですね。そういったことで，来週公開授

業やるのですが，明光義塾と神子から 6 名，ほか

の単体の中学高校よりもはるかに多い人たちが学

校に来てくれます。そういった地域を縦軸，横軸

との連携等もしなくてはいけないと思いました。

森田：大変貴重なお話をありがとうございました。

では，ここで最後にパネラーの皆さんからぜひこ

の機会に皆さんにお伝えしたいことがありました

ら，お願いします。

谷：本日は様々な立場の方々のご意見を聞くこと

ができ，大変参考になりました。本日出てきた学

力向上とのキーワードの一つに連携というのがあ

ります。「小中連携はしやすいけれど，中高は，な

かなか難しい」というご意見がありましたが，何

とか実現しなくてはと考えています。まず目の前

のできることから一つ一つやっていくことが全体

を変えていくことに繋がると思います。今回この

座談会に私が出る前に，本校の主要 3 教科，英数

国の先生方に高校入試までにつけてもらいたい学

力についてアンケートをとってみました。その結

果ですが，数学については，「計算力をとにかくつ

けてもらいたい。他には証明問題などに最後まで
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取り組む粘り強さ」ということが出ました。とに

かくドリル学習がちょっと足りない。国語につい

ては，「とにかく読解力です」と。これは，昨日同

じように学力向上を考える会に出ていたのですが，

その分科会に出ていたある大手予備校の先生が言

っていました。「とにかく文章読解力があまりにも

無い」と。「それは小学校から積み重ねるものなの

で。今，小学校で英語やっていますが，英語やる

より国語やる方が課題である。」と言っていました。

英語に関しては，「今どうしてもオーラル指導の方

に触れがちですので，語彙力と文法力をつけても

らいたい」と。「高校に来ると，センター試験で 3
倍以上を覚えるのは非常に大変だし，それから文

法事項もちょっと足りないという気がします」と

いう話です。こういったことの情報交換も中高連

携が可能になれば，その場で毎回毎回できるよう

になる訳です。ぜひとも中高の連携というのも異

校種間の交流を盛んにしてもらいたいと願います。

森田：渡部先生お願いします。

渡部：自分自身勉強になりました。自分が教員に

なった時に，熱い思いがありました。それを忘れ

ないで，やはり頑張ろうと思います。初心忘れる

べからずだと思います。私も忘れかけていたので

すが，若い人を見ると，「やらなければ」と思いま

す。要は，教師が頑張らないと結局変わりません。

うまくいかなくて，だめだったらまた新しいこと

を考えていきたいなと。目の前の子どもは卒業し

たら終わりですので，今何かやらなければいけな

い。そういう感情を受けながら，また私も色々な

ことをやっていきます。学ぶ機会を頂ければあり

がたいです。

森田：ありがとうございました。宮越さん，よろ

しくお願いします。

宮越：今日は，お呼び頂いてありがとうございま

した。こういう形で，公立の小学校，中学校，県

立の高校の先生方のお話を聞く機会は，なかなか

保護者の立場ではなかったことです。こういう形

で，もっと積極的に保護者の方にも働きかけて頂

ければ，ありがたいなと思います。あとは家庭学

習。今回いろいろな先生方のお話を聞いて，やは

り家庭での時間の確保というのは大切だなと感じ

ました。そういうことをまた保護者の方にも開示

して頂いて，みなさんに情報提供していただけれ

ばありがたいと思っています。

森田：佐川先生，よろしくお願いします。

佐川：今日は，勉強させて頂きました。先だって，

評論家の人から話を聞きました。安房地方ではな

いですが，「あまり勉強させると困るのだ」という

意見がありました。「過疎地において，学力が高い

と地元に残らない」と。だから，程々にやっても

らえないかという冗談のような本当。地元どうす

るのだよという思いでされていました。安房地方

も実際，若い人が少なくなってきているのは，否

めない現実です。勉強ができる子ほど行ってしま

うような所もあります。学校というのは，学力を

つけることが一つの使命です。しっかりした勉強

ができて，初めて自分が生かせるような人になっ

てもらえれば，それに越したことは無いと思いま

す。それと，南房総市さんも館山市さんも，副読

本を作っています。郷土の良さを知り，郷土がこ

れだけ古くから栄えていたということを，副読本

を通して学習させています。鴨川市は残念ながら

そういうところまでいっていません。私なりに作

った物がありますが，まだ立ち上がりです。やは

り郷土の良さや伝統等，そういったものを知らな

いお子さんが，例えば勉強ができたと学力がつい

たといって，郷土の支えに果たしてなり得るか。

やはり難しいなと。鴨川学のように，要するに鴨

川の自然とか社会・歴史とかそういうことがわか

っていて，初めて一つの学力というか人間の生き

方になっていくし，郷土をいずれ守ってくれる人

間になってくれると思いながら，本校は取り組ん

でいます。そういうことが，小学校，中学校へと

連携されて高校へと。今日は見える学力が表面に

出ていました。私は，3 年間ここにいて，30 何名

所員がいました。最初の時に怒鳴られました。な

ぜかというと，遅刻した所員が一人いたのです。

土曜日の午後で，勤務時間外です。この研究所の

所員に選ばれたということがどういうことなのか，

その時初めて知りました。お金を出して頂いて，

勉強させて頂いて，学校から離れて研修できる。

なのに遅れてくるとは何ぞや。つまり 30 何名の

所員の時間を奪った。そして真摯に勉強するとい

うことを都合できなかったのかという。いろいろ

あったのでしょうけれど，最初に叱られた場面が

ありました。我々その時の所員は遅刻するような

者はいなくなったし，何か一つの問題に拘る所員

が非常に多かった。このようなことが印象的でし

た。今日は学力の問題で，古くて新しいと最初に

言いましたが，学力というのは，最初は学力（が

くりき）という日本語であったのです。それから

ずっと，200 年来議論されている。そういうこと
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を現場で研究できる場所っていうのは，私はこの

研究所だなと思っています。今，所員の方には期

待をしたいと思い，そんな話をさせて頂きました。

まだ，一貫教育など課題が多い中ですが，力を合

わせながらやっていくのは大切なことです。また

よろしくお願いしたいと思います。今日は，本当

にありがとうございました。

森田：では，最後に庄司先生お願いします。

庄司：今，佐川先生の話に出てきた，「あまり勉

強すると人が出ていってしまう」と。確かにそう

なのです。今，高校卒業時点で優秀な人材が減り

ます。中学卒業時点で優秀な人材が減っている。

非常にゆゆしき問題なのです。その中で「村を育

てる学力」というのがあります。今，先ほど「勉

強すれば勉強するほど地域を捨てていく」。これは，

「村を捨てる学力」。そうではなく南房総市では，

「村を育てる」，こちらをやっています。南房総市，

どうしても限定された話をしていますが，そちら

のイメージがすごく新聞に出て強いのですが。今

日は見える学力。実は両輪で，一つは地元に残っ

ても離れてもどこに行っても通用する学力の育成。

今日話した内容です。それからもう一つは，南房

総学という言葉を使っていますが地元に残っても

離れてもどこに行っても地元を愛する愛着心を育

てる，こちらをやっています。こちらについては，

今日は話をする時間がなかったので割愛させて頂

きますが，こちらに明治図書の東井義雄先生の本，

こちらの形の学力がつけば良いと思います。まと

めとして言いたかったのは，教員の意識がすべて

かなということです。これは学力だけではないと

思います。教員の意識といった時，教員自ら思っ

ている意識。それから，職員同士の周りの意識，

2 種類あるという気がします。例えば，「教育の結

果，成果はすぐに出ない」それは正しいと思いま

す。ただ，それは教員自らあまり言うことではな

いし，ましては保護者に対してあまり言うべきも

のではないと思います。例えば特に学力に関して，

「そんなにすぐに成果は出ないのですよ，お母さ

ん」と言ったら失礼じゃないですか。そんなばか

なことはないのです。例えば中学校の先生。部活

動で，1 年間で結果を出そうとするではないです

か。半年か 1 年間。そういう意識を変えていかな

ければいけない。要するに成果は確かに長いスパ

ンを見なければいけない。それは正直言ってわか

りますし，そう思っています。でもそれは周りが

言う言葉であって，教員自ら言ってはいけないし，

学力に関しては短期間で結果を出すという方針で

いかなければいけないと思います。教員同士の周

りの意識は，私は初任の時こんなことを言われま

した。英語を持っていて，その学年は 5 クラスあ

りました。私がその学年 5 クラス全部持っていま

した。指導主事から計画訪問の時，「あなたは，5
クラス全部持っているのね。責任重大ね。子ども

達が全部，あなたの指導力ね。」そういう言い方を

されました。同じ学校で学年主任がいました。中

2 の理科の担任で，理科の偏差値 53，英語の偏差

値 48。「あなた，しっかりしてよね。」とはっきり

言われました。これは，周りの職員間の意識です

ね。自らもそういう意識を持たなければいけない

し，職員間同士でもそういう意識を持っていなけ

ればいけない。要するに，なあなあになってはい

けない。ですから，教員の意識を変えていくこと

で学校は変わっていくのではないかなというふう

に思います。

森田：ありがとうございました。それでは，これ

まで「学力向上のための地域を挙げた取り組みを」

ということで，座談会の方を進めて参りました。

皆さんのお話の中で，学力向上に向けてやれるこ

とはやっていこうではないか。その時に，教員の

意識が大切である。私たち，安房教育研究所の所

員としては，安房の教員をリードしていけたら良

いというように強く心に留めました。また，パネ

ラーやフロアの皆様から頂いた具体的な取り組み

の例が動き出すエネルギーになっていくのではな

いかと思いました。今日，ご参会の皆様に，お礼

の意味を込めまして，拍手で閉じさせていただき

たいと思います。ありがとうございました。これ

にて，座談会を終わらせていただきます。

速水所長：今年度の 5 人のパネラーの方々，あり

がとうございました。私ども，各組織，各校種，

また保護者の方々から頂いたお言葉をしっかりと

受け止めたいと思います。教育に王道なし。日々

の積み重ねがすべてであるという思いをしており

ます。先ほど役員休憩の時に，こういう言葉を言

っていました。「教師が，がんばるしかないのだよ。」

もう一つ，「言い訳をしない。」ということ。とて

も大事な言葉を頂いたような気がします。十分お

考えを反映できるかどうかわかりませんが，今日

のお話をしっかり発信していきながら，安房の中

に少しでも広げられたらという思いで今おります。

本日は，ありがとうございました。


